
編集後記

　感染症拡大防止のため、この2年間活動を自粛、停止していた部活動・サークル活動が、
この春より順次再開となっているようです。心待ちにしていた学生も多いことでしょう。大
きな空白の2年間でしたが、それぞれが思い望んだ活動を思いきり楽しんで欲しいです。
　保護者会にも6名の新メンバーが加わりました。保護者会広報誌を通して、大学の“今”、
学生たちの“今”を保護者の皆様へお届けできたらと思います。（広報部部長   風間   千晶）

2022年3月  大学ぽっけの庭にて

祝 2021年度 学位記授与式
2022年度 入学式
2021年度 学位記授与式
2022年度 入学式

さくらまつり開催／スクールバスリニューアルさくらまつり開催／スクールバスリニューアル

　本学は、ブランド・コンセプトを策定しており、ス
クールバスのラッピングデザインもスクールバス車両
の一部入れ替えに伴い、趣旨に則ったオフィシャルカ
ラーのデザインに変更しました。｠

経緯経緯1

　デザインの変更に関しては、学生や教職員からも好
評を得ております。従前のデザインもかわいらしかった
のですが、緑豊かな浦和大学の雰囲気や、落ち着いて学
修できる環境などのイメージが表現され、よい雰囲気に
なったなどの声もあります。

学生、教職員の反応・評判は？学生、教職員の反応・評判は？2

　全車両の椅子を張り替えていま
す。また車内の手摺、つり革などは抗
菌仕様としています。乗降時には、バス
の車体を下げることができ、車椅子用
のスロープも後部ドアのステップ下に
収納されています(1台を除く)。

内装で変えたところは？内装で変えたところは？3

　5台で運行しています。内2台はデザイン
変更に合わせて、新車を導入しております。

運行している台数運行している台数4

　5名で運行しています。乗務員さんが休みなど
の時には、臨時の乗務員さんで対応しています。

運転手さんの人数運転手さんの人数5

　大学発着60便程度で運行しています。

１日何便？｠１日何便？｠6

　スクールバス車内外の清掃は、乗務員さんが毎日行っています。また毎朝、
出庫時の点検、運行終了後にも翌日に備え、車両の点検を行っています。

手入れや清掃は？手入れや清掃は？7

　前扉の横にアルコール
の消毒スプレーを置き、乗
車時に手消毒のほか、次の
お願いをしています。｠

また、車内は抗菌仕様ですが、運行時の消毒、清掃をしっかり行い、衛生面
を含め適切な車内環境となるよう努めています。

コロナ対応は？コロナ対応は？8

　ほとんどの学生さんは、乗降時に乗務員さんに
挨拶をしてくれ、運行に際して気になることはあり
ません。また、整列してスクールバスを待つなど、
しっかりマナーを守っている学生がほとんどです。
なお、発車前に車内アナウンスで、新型コロナ対
応のため、車内ではおしゃべりは控えるようお願い
しています。

学生のマナーは？｠学生のマナーは？｠9

いつもピカピカに手入れされた白と緑の車体は、清潔で
スタイリッシュで高級感があり、緑豊かな大学のイメージ
にもぴったりですね。　（広報部部長　風間千晶）

浦和大学は、前身を「浦和短期大学」として1987年に開
学。開学より30年の節目を迎えた2017年に大学の更な
る成長を見据え、ブランド価値を高めるためブランディ
ングプロジェクト（Ｕプロジェクト）をスタートしました。｠
http://www.urawa.ac.jp/about/bi.html

浦和大学ブランド・コンセプト参考

浦和大学
梶 総務課長

　この春、大学のスクールバスのラッピング
が一新されました。リニューアルに至る経緯
などを、大学の梶 総務課長に伺いました。

■2021年度クリスマス会
■浦和大学短期大学部
   閉学のお知らせ
■2022年度総会承認事項報告
■活動報告「保護者会だより」
■編集後記
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 ■浦和大学保護者会に対する、ご質問・ご意見・
ご感想などございましたら、ご遠慮なく事務局
までお問い合わせください。

●発熱、風邪症状がある場合は、乗車、登校をしないでください。｠
●スクールバスを待つときは、前の人から１メートル程距離を空け
てお並びください。
●換気のため窓を開けたまま走行します。
●雨天時でも窓を開けますので、水に多少濡れても支障のない
服装で通学をしてください。
●マスクを着用の上、おしゃべりは控えてください。
●手荷物は、床に置かず膝の上に置いてください。｠
●その他、乗務員さんや教職員の指示に従ってください。

車
内
で
の
お
願
い

スクールバス
リニューアル!!スクールバス
リニューアル!!

833208 浦大春秋No.39(2022年8月号)_P1-12



二
〇
二
二
年
三
月
十
七
日

（
木
）、春
の
暖
か
さ
に
包
ま
れ

た
こ
の
日
、二
〇
二
一
年
度
学
位

記
授
与
式
が
埼
玉
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

開
式
の
宣
言
、国
歌
黙
唱
の
の

ち
、学
長
か
ら
各
学
科
総
代
へ

学
位
記
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。優
等
賞
を
は
じ
め
と
す
る

成
績
優
秀
者
の
表
彰
、学
長
式

辞
、来
賓
祝
辞
、祝
電
披
露
の
の

ち
、卒
業
生
代
表
の
言
葉
で
は
短
期
大
学
部
介

護
福
祉
科
チ
ャ
ン 

テ
ィ 

ト
ゥ
エ
ッ
ト 

ニ
ュ
ン
さ

ん
が
登
壇
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
本
語
の
習
得

や
、実
習
な
ど
の
実
学
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
両
立

の
想
像
を
超
え
る
困
難
さ
に
何
度
も
く
じ
け

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
、そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た

教
員
の
言
葉
、そ
し
て
介
護
を
通
し
て
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い

思
い
と
感
謝
の
気
持
ち
が
心
の
こ
も
っ
た
言

葉
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

閉
式
後
は
舞
台
上
で
卒
業
生
か
ら
教
員
へ

感
謝
の
花
束
を
贈
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

学
生
と
教
職
員
の
集
合
写
真
の
撮
影
が
あ
り
、

最
後
に
ゼ
ミ
ご
と
に
集
ま
り
、担
当
教
員
か
ら

学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

卒
業
を
喜
び
、別
れ
を
惜
し
む
教
員
と
学

生
の
輪
が
会
場
中
に
い
く
つ
も
で
き
て
、ま

る
で
春
の
花
が
一
気
に
咲
い
て
、花
冠
が
あ
ち

こ
ち
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
素
敵
な
光
景

で
し
た
。

大
学
で
の
学
び
を
修
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
明
日

へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
卒
業
生
の
皆
様
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
部
部
長

　風
間

　千
晶
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

実
習
や
演
習
の
多
い
こ
の
学
校
で
、皆
さ
ん
が
二
年
あ
ま
り
も
の
時
を

コ
ロ
ナ
の
中
で
ご
苦
労
さ
れ
、試
行
錯
誤
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
こ
と
は
、

通
常
の
年
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
感
慨
深
く
、お
め
で
と
う
と

い
う
だ
け
で
な
く
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
と
申
し
上
げ
た
い
で
す
。

こ
の
先
、対
人
折
衝
の
非
常
に
難
し
い
仕
事
を
さ
れ
て
い
く
皆
さ
ん
で

す
が
、こ
の
経
験
を
こ
の
上
な
い
も
の
と
し
て
活
か
し
、本
学
で
培
っ
て
こ

ら
れ
た
人
を
支
え
る
力
を
大
い
に
発
揮
し
て
、社
会
で
な
お
一
層
羽
ば
た

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2021年度  浦和大学・浦和大学短期大学部2021年度  浦和大学・浦和大学短期大学部

学長のことば

大学オリジナル
グッズも人気！

学
校
法
人
九
里
学
園
理
事
長

浦
和
大
学
・
浦
和
大
学
短
期
大
学
部  

学
長

　久
田

　有 

氏

2021年度 浦和大学・浦和大学短期大学部
学位記授与式表彰受賞者 及び 学生代表者
学科総代

社会学部 総合福祉学科
こども学部 こども学科
こども学部 学校教育学科
短期大学部 介護福祉科

関根　知花
溝口　菜々
唐澤めぐみ
関根あおい

学位記授与式学位記授与式
2022年３月17日㈭
埼玉会館大ホール
2022年３月17日㈭
埼玉会館大ホール

石川　将希
太田 いづみ
宮下　結衣
髙橋　実結

関根　知花

森田　裕也
中村　天音
甲斐　健太
岡本　優果

社会学部 総合福祉学科

こども学部 こども学科

こども学部 学校教育学科

短期大学部 介護福祉科

社会学部 総合福祉学科

社会学部 総合福祉学科

こども学部 こども学科

こども学部 学校教育学科

短期大学部 介護福祉科

優等賞──────────────

学友会長賞────────────

保護者会会長賞──────────

市村　郁実
大場　夕葵
神山　祐汰
会津　翔矢

近藤　竜司

笹川　実桜

井上　怜奈

木元　菜緒

佐々木麻由香

チャン ティ トゥエット ニュン

社会学部 総合福祉学科

こども学部 こども学科

こども学部 学校教育学科

短期大学部 介護福祉科

社会学部 総合福祉学科

社会学部　総合福祉学科

短期大学部 介護福祉科

こども学部 こども学科

こども学部 こども学科

短期大学部 介護福祉科

後援会会長賞───────────

福祉奨励賞────────────

日本ソーシャルワーク教育学校連盟会長賞─

日本介護福祉士養成施設協会会長賞─

全埼玉私立幼稚園連合会会長表彰──

全国保育士養成協議会会長表彰───

卒業生のことば（卒業生代表）────

こ
ど
も
学
部

　こ
ど
も
学
科

●
保
育
実
習
が
大
変
で
し
た
。特
に
計
画
を
作

る
実
習
が
大
変
で
し
た
。で
も
先
生
方
の
ご

指
導
の
お
陰
で
無
事
に
実
習
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。学
位
記
授
与
式
を
迎
え
ら

れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。（
高
橋
さ
ん
）

●
実
習
が
大
変
で
し
た
。ぽ
っ
け
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。（
中
島 

楓
さ
ん
）

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
友
達
に
会
え
な
く
て
悲
し

か
っ
た
で
す
。（
村
上 

栞
里
さ
ん
）

●
卒
業
研
究
が
大
変
で
し
た
。（
赤
石
う
づ
き

さ
ん
）

●
学
祭
と
か
イ
ベ
ン
ト
と
か
い
ろ
ん
な
活
動
が

出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
片
桐 

花
さ
ん
）

●
四
年
間
有
意
義
で
し
た
。今
は
嬉
し
く
て
寂

し
い
で
す
。（
木
元 

菜
緒
さ
ん
）

●
学
科
に
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
く
ら
い
の
少

人
数
制
で
、友
達
と
も
先
生
と
も
距
離
が
近

く
、安
心
し
て
過
ご
せ
ま
し
た
。（
太
田 

い
づ

み
さ
ん
）

こ
ど
も
学
部

　学
校
教
育
学
科

●
単
位
が
取
れ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。個
性
豊
か

な
友
人
や
先
生
方
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。（
志
母

谷 

大
輔
さ
ん
）

●
二
年
の
ハ
ワ
イ
セ
ミ
ナ
ー
で
現
地
の
方
と
英
語
学

習
の
進
め
方
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と
が
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。三
年
か
ら
の
卒
研
で
、国
に
よ
っ

て
違
う
教
科
書
の
問
題
を
比
較
研
究
し
た
こ
と

が
、こ
れ
か
ら
の
平
和
学
習
に
大
い
に
役
立
て
ら

れ
そ
う
で
す
。（
神
山 

祐
汰
さ
ん
）

●
四
年
間
が
早
か
っ
た
。実
習
先
で
は
子
ど
も
た
ち

が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
り
出
す
こ
と
に
刺
激
を

受
け
、自
分
も
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
小
林 

栄
士
さ
ん
）

社
会
学
部

　総
合
福
祉
学
科

●
友
達
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。ゼ
ミ
の
益
子
先
生
の

熱
心
な
ご
指
導
に
よ
り
、卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。（
森
田 

裕
也
さ
ん
）

●
先
生
、教
職
員
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。研
究
室
の
ド
ア
が
叩
き
や
す
く
、大
学
で
は
じ
め

て
勉
強
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。福
祉
の
知
識
も

身
に
付
い
て
、人
へ
の
接
し
方
や
人
間
力
も
つ
い
た
と

思
い
ま
す
。将
来
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
な
り
た
い
で
す
。（
有
村 

祐
香
さ
ん
）

教
員

●
学
ん
で
き
た
こ
と
を
十
分
に
発

揮
し
て
ご
活
躍
下
さ
い
。（
五
十

嵐
先
生
）

●
一
年
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
の
で
特

別
な
気
持
ち
で
す
。手
探
り
の
中

よ
く
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

健
康
体
操
教
室
を
中
止
せ
ず
リ

モ
ー
ト
開
催
を
実
行
し
て
く
れ

た
り
、「
先
生
も
大
変
だ
よ
ね
」

と
気
遣
っ
て
く
れ
た
り
。横
の
つ

な
が
り
の
強
い
素
晴
ら
し
い
学

生
た
ち
で
、一
緒
に
学
べ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。（
片
山
先
生
）

保
護
者

●
色
々
な
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
貰
っ

た
四
年
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
人
と
会
わ
な
い
ス
ト
レ
ス
、感
染

し
て
は
い
け
な
い
気
づ
か
い
の

中
、よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。「
お

め
で
と
う
」の
言
葉
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

短
期
大
学
部  

介
護
福
祉
科

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
変
で
し
た
。（
西

村
さ
ん
、林
さ
ん
）

●
二
年
間
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
ヴ
ェ
ン

テ
ィ 

フ
ェ
ー
さ
ん・ベ
ト
ナ
ム
）

企
画
部
部
長  

小
野
田
え
り
子

企
画
部
　
　  

後
藤
　
　
忍

広
報
部
部
長  

風
間
　
千
晶

二
〇
二
一
年
度

学
位
記
授
与
式
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
度

学
位
記
授
与
式
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 教員花束贈呈

取材

03 02
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お祝いの
ことば
お祝いの
ことば

新入生・保護者
　　インタビュー
新入生・保護者
　　インタビュー

学校法人九里学園　理事長
浦和大学 学長  久田　有氏

✿学校に馴染めるかなとか、勉強についていけるかなといった不安もありますが、憧れ
の大学生活を友達と楽しみたいというドキドキ感もあります。（総合福祉学科学生）

✿学習目標を決め、そこに向かって工夫しながら、しっかり勉強していきたいです。（こど
も学科学生）
✿新生活で緊張しているけれど、がんばろうって思います。（こども学科学生）
✿新しい環境は得意じゃないので不安がいっぱいあるけれど、友達を作って楽しい大学
生活を送りたいです。（こども学科学生）

✿不安５割、ワクワク５割です。学校の先生になりたくて来たので、絶対に教員免許を取
りたいです。（学校教育学科学生）
✿小学校教諭になるためにこちらの大学にきました。緊張もありますが、今は嬉しい気
持ちでいっぱいです。（学校教育学科学生）

✿授業も学食も、とにかくキャンパスライフ全部が楽しみです。（総合福祉学科学生）

✿入学おめでとう。４年間しっかり勉強して素敵な社会人になってください。
✿自分の希望でこの大学を選んだので、しっかり学んで卒業して社会に出て行ってください。
✿「友達出来るかな」と不安も口にしていましたが、４年間楽しんで通ってもらえたら嬉しいです。
✿楽しく青春を謳歌して下さい。

お子さまへ

お祝いの言
葉を

いただけま
すか

お子さまへ

お祝いの言
葉を

いただけま
すか

大学でやりたいことはありますか

大学でやりたいことはありますか

今の気持ち
を

教えてくだ
さい今の気持ち
を

教えてくだ
さい

✿友人関係を充実させたいです。高校では部活でちょっとイヤな
思いをしたこともあったのですが、大学でいい友人をたくさん
作りたいです。（総合福祉学科学生）

✿高校でサッカーをしていたので、大学ではフットサルをやりたい
です。（こども学科学生）
✿彼女を作りたいです。（総合福祉学科学生）
✿絵本学を学びたいです。中高６年バドミントン部だったので大学
でも続けたいです。（こども学科学生）
✿野球サークルに入りたいです。（現代社会学科学生）

　昨
日
来
の
雨
も
止
み
、穏
や
か
な
陽
気
の

中
、二
〇
二
二
年
四
月
五
日（
火
）十
三
時
よ

り
、さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
浦
和
大
学
入
学
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、保
護
者
の
列

席
は
二
名
ま
で
と
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご
配
慮
と
、新
入

生
・
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
で
つ
つ
が
な

く
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、開
会
宣
言
に
続
き

ホ
ー
ル
に
流
れ
る
国
歌
と
共
に
国
歌
黙
唱
、

各
学
科
長
よ
り
入
学
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の

氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　本
年
度
、こ
ど
も
学
部
は
こ
ど
も
学
科
75

名
、学
校
教
育
学
科
21
名
、社
会
学
部
は
総

合
福
祉
学
科
41
名
、現
代
社
会
学
科
54
名
、

計
191
名
の
入
学
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
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。
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、保
護
者
の
列

席
は
二
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で
と
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あ
り
ま
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が
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大
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関
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の
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の
ご
配
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と
、新
入
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・
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護
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の
皆
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の
ご
協
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で
つ
つ
が
な

く
開
催
の
運
び
と
な
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ま
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。
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な
雰
囲
気
の
中
、開
会
宣
言
に
続
き

ホ
ー
ル
に
流
れ
る
国
歌
と
共
に
国
歌
黙
唱
、

各
学
科
長
よ
り
入
学
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の

氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　本
年
度
、こ
ど
も
学
部
は
こ
ど
も
学
科
75

名
、学
校
教
育
学
科
21
名
、社
会
学
部
は
総

合
福
祉
学
科
41
名
、現
代
社
会
学
科
54
名
、

計
191
名
の
入
学
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　入
学
式
終
了
後
、新
入
生
達
は
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
や
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
の
前
で
、笑
顔

で
家
族
の
方
や
仲
間
た
ち
と
写
真
を
撮
り

あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　感
染
拡
大
防
止
が
続
く
中
で
す
が
、新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
と
未
知
の
出
会

と
の
期
待
を
忘
れ
ず
、学
友
や
先
生
方
と
大

い
に
学
び
遊
び
、楽
し
く
豊
か
な
日
々
を
積

み
重
ね
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
二
〇
二
一
年
度
副
会
長

　有
村
ま
さ
美
）

　入
学
式
終
了
後
、新
入
生
達
は
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
や
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
の
前
で
、笑
顔

で
家
族
の
方
や
仲
間
た
ち
と
写
真
を
撮
り

あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　感
染
拡
大
防
止
が
続
く
中
で
す
が
、新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
と
未
知
の
出
会

と
の
期
待
を
忘
れ
ず
、学
友
や
先
生
方
と
大

い
に
学
び
遊
び
、楽
し
く
豊
か
な
日
々
を
積

み
重
ね
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
二
〇
二
一
年
度
副
会
長

　有
村
ま
さ
美
）

　ご入学おめでとうございます。
　色々な方々の支援、サポートのもとに今日の日があるという
ことをしっかり心にとめ、これからの４年間を過ごして欲しいと思います。
　大学での学びは人から与えられてするものではなく、自ら意思を持って取り組ん
でいくものです。４年間、自ら進んで本学の学びに取り組んでいただければ、「自分
は何ができるか」という問いに答えられるようになることを保障します。
　本学で育まれた能力や技術は、皆さん自身の成長に役立ち、皆さんの未来を支え
るものとなるばかりでなく、これから来るであろう、新しい時代に対応し、社会の発展
に寄与するものと信じています。

入学式イン
タビューに

同行して

急なお願いにもかかわらず、答えて下さった皆さま、ありがとうございました。

それぞれの願いや思いが必ず叶いますように！

取材／広報部部長  風間  千晶

入
学
式

入
学
式

二
〇
二
二
年
度 

二
〇
二
二
年
度

　お会いした新入生の中に、浦和大学短期大学部から編入された方がいらっしゃいました。つい先
日、学位記授与式でインタビューしたことを覚えていて下さり、嬉しい思いでお祝いの言葉をかけさ
せていただきました。編入の方は他にもいらっしゃると伺い（今年度は3名）、お話ししながら、4年制
大学への進学という選択肢はとても素晴らしいと感じました。あと2年プラスで学んだことが社会に
出る時にきっと役立つことと思います。心から応援しております。　 　 （副会長  有村  恵美子）
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　去
る
二
〇
二
二
年
四
月
六
日

（
水
）に
、大
学
の
ぽ
っ
け
の
庭
に

て
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
二
年
は
コ
ロ
ナ
の
た

め
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
縮
小
さ
れ
た
形
で
、こ
ど

も
学
部
の
新
入
生
歓
迎
会
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
学
行
事
が

再
開
さ
れ
た
こ
と
に
、嬉
し
さ
で

一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
こ
ど

も
学
部
の
二
年
生
が
中
心
に
計
画

し
、浦
大
ク
イ
ズ
、記
念
撮
影
な
ど

先
生
方
も
交
え
て
の
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。密
に
な
ら
な

い
よ
う
学
生
を
三
部
に
分
け
、各

二
十
分
間
の
短
い
時
間
で
の
開
催

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、と
て
も
充

実
し
た
時
間
で
し
た
。

　取
材
し
て
い
て
私
ど
も
保
護
者

会
役
員
は
、「
新
入
生
の
皆
さ
ん
が

こ
れ
か
ら
意
義
の
あ
る
楽
し
い
大

学
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、み
ん

な
で
見
守
っ
て
い
ま
す
の
で
安
心

し
て
下
さ
い
ね
。」と
、そ
ん
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　去
る
二
〇
二
二
年
四
月
六
日

（
水
）に
、大
学
の
ぽ
っ
け
の
庭
に

て
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
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ま

し
た
。こ
の
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た
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止
と
な
っ
て
い
ま
し
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が
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は
縮
小
さ
れ
た
形
で
、こ
ど

も
学
部
の
新
入
生
歓
迎
会
と
し
て
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行
事
が

再
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た
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と
に
、嬉
し
さ
で

一
杯
に
な
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ま
し
た
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つ
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ど

も
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の
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が
中
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に
計
画

し
、浦
大
ク
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ズ
、記
念
撮
影
な
ど

先
生
方
も
交
え
て
の
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。密
に
な
ら
な

い
よ
う
学
生
を
三
部
に
分
け
、各

二
十
分
間
の
短
い
時
間
で
の
開
催

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、と
て
も
充

実
し
た
時
間
で
し
た
。

　取
材
し
て
い
て
私
ど
も
保
護
者

会
役
員
は
、「
新
入
生
の
皆
さ
ん
が

こ
れ
か
ら
意
義
の
あ
る
楽
し
い
大

学
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、み
ん

な
で
見
守
っ
て
い
ま
す
の
で
安
心

し
て
下
さ
い
ね
。」と
、そ
ん
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　関
係
者
の
皆
さ
ま
、素
敵
な
会

の
企
画
・
運
営
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
久
田
学

長
を
初
め
、教
員
の
皆
様
方
、肌
寒

い
中
ご
参
加
く
だ
さ
り
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　皆
で
作
り
上
げ
た
会
に
熱
い
思

い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。本

当
に
す
ば
ら
し
い
浦
和
大
学
で

す
。今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

（
副
会
長  

有
村  

恵
美
子
）

　関
係
者
の
皆
さ
ま
、素
敵
な
会

の
企
画
・
運
営
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
久
田
学

長
を
初
め
、教
員
の
皆
様
方
、肌
寒

い
中
ご
参
加
く
だ
さ
り
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　皆
で
作
り
上
げ
た
会
に
熱
い
思

い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。本

当
に
す
ば
ら
し
い
浦
和
大
学
で

す
。今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

（
副
会
長  

有
村  

恵
美
子
）

Ｑ１：さくらまつりについて教えてください。
Ａ1：毎年さくらまつりは100人規模で盛大に
　　行われていました。しかしここ２年はコロナの
　　ため中止となり、昨年は学生がドローンを飛ばして満開の

桜を撮影したり、先輩が新入生に向けてのメッセージ動画
を作成したりしました。そんな中、今年は何とか集いたいと
いう事で、クラス別記念撮影、先輩によるインフォメーション
やレクリエーションという形で実現しました。

　

Ｑ２：以前はどんな会だったのですか？
Ａ２：新型コロナ感染症前のさくらまつりを知っている学生は

４年生だけになりました。その頃はこども学部の学生と
教職員が中心となり、地域の親子の方々にも参加いた
だき、サークルの実演や豚汁等がふるまわれました。

　
Ｑ３：今後どのようになっていきますか？
Ａ３：この伝統を今後も引き継いで、来年こそは賑やかなお

祭りをと思っております。ぜひ学生達が頑張っている姿
を見て欲しいと思います。

浦和大学短期大学部は2022年3月をもって閉学いたしました

浦和短期大学・
浦和大学短期大学部の歩み

これまでの教育活動に対し、34年間にわたり、ご理解とご支援をいただきありがとうございました。
短期大学部に関する今後の事務窓口・卒業生への支援等につきましては、浦和大学事務局に移管されます。
くわしくは本学ホームページ（www.urawa.ac.jp)にてご確認ください。
今後も「実学に努め徳を養う」の建学の精神を引き継ぐ「浦和大学」を、よろしくお願いいたします。

開催開催!!!!2021年度2021年度

2021年12月13・14・15日
3号館・多目的ホール（学生食堂）

1985.03 浦和短期大学設置準備室開設
1986.01 旧浦和市大字大崎に浦和短期大学校舎建設起工
1987.04 ｢浦和短期大学｣を開学(経営科、英語科)
1987.06 ｢浦和短期大学｣開学式
1997.01 ３号館竣工
1997.04 ｢福祉科｣開設
1997.06 ｢福祉科｣開設記念シンポジウム開催
1999.04 社会福祉法人「浦和福祉会」特別養護老人ホーム「スマイルハウス」開所
2002.12 ｢浦和大学｣設置認可
2003.04　｢浦和大学｣開学(総合福祉学部総合福祉学科)
 ｢浦和短期大学｣を｢浦和大学短期大学部｣に名称変更
 「経営科」を｢経営情報科｣に、｢英語科｣を｢英語コミュニケーション科｣に名称変更
2004.04 ｢福祉科介護福祉専攻｣を｢介護福祉科｣に名称変更
2008.03 ｢浦和大学短期大学部｣経営情報科、英語コミュニケーション科閉科
2022.03 ｢浦和大学短期大学部｣閉学

浦和短期大学・浦和大学短期大学部

1946.05 旧浦和市岸町に九里總一郎、私塾を創設
 （珠算･簿記･英語を指導）
1949.12 埼玉県知事の許可を得て
 ｢浦和実業専門学院｣を創設
1959.12 学校法人｢浦和実業学園｣を組織
1977.06　法人名を学校法人｢九里学園｣と改称

本法人の創設

事務局からの
お知らせ

浦和大学

さくらまつりについて、
こども学部長の出口先生に
お聞きしました。

さくらまつりについて、
こども学部長の出口先生に
お聞きしました。

２０２２年 ４月６日㈬
浦和大学「ぽっけの庭」
２０２２年 ４月６日㈬
浦和大学「ぽっけの庭」

浦大クイズ
答えはどっち？！
浦大クイズ
答えはどっち？！

山梨先生山梨先生

鶴ヶ谷先生鶴ヶ谷先生

出口先生出口先生

内田先生内田先生

文屋事務局長文屋事務局長
大久保副学長大久保副学長

久田学長久田学長

宮﨑先生宮﨑先生

五十嵐先生五十嵐先生

入学おめでとう
プレゼント！
入学おめでとう
プレゼント！

さくら
まつり さくら
まつり さくら
まつり 開催

クリスマス会クリスマス会
　二
〇
二
一
年
十
二
月
十
三
・

十
四
・
十
五
日
の
三
日
間
、三

号
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル（
学
生

食
堂
）に
て
、学
友
会
主
催
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　学
生
は「
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ン

チ
」の
試
食
を
無
料
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ク
リ

ス
マ
ス
ラ
ン
チ
」は
三
日
間
違

う
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
、

毎
日
通
う
学
生
も
い
た
そ
う

で
す
。

　サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ

イ
の
衣
装
を
着
け
た
学
友
会

の
学
生
が
、受
付
に
来
た
学
生

に
食
事
引
換
券
と
共
に
会
場

飾
り
付
け
用
の
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、食
堂
の

ス
ナ
ッ
ク
が
当
た
る
ス
ク
ラ
ッ

チ
く
じ
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル

ダ
ー
を
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

　会
場
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
や
、ク
リ
ス
マ
ス
の
成
り

立
ち
の
説
明
、雪
だ
る
ま
の
マ

ス
コ
ッ
ト
な
ど
が
置
か
れ
、に

ぎ
や
か
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　二
限
が
終
了
す
る
と
学
生

が
た
く
さ
ん
並
び
は
じ
め
、こ

の
日
用
意
さ
れ
た
一
二
〇
食
は

た
ち
ま
ち
品
切
れ
と
な
り
ま

し
た
。今
回
は
参
加
者
が
準
備

し
た
数
を
上
回
っ
た
た
め
試

食
で
き
な
か
っ
た
学
生
が
多

か
っ
た
そ
う
で
、「
大
盛
況
だ
っ

た
の
で
次
回
は
食
数
を
増
や

し
て
開
催
を
し
た
い
。」と
学

生
・
就
職
課
の
高
橋
課
長
。

　感
染
症
対
策
の
た
め
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、学
生
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
こ
と
の
で
き
た
三
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

   （
保
護
者
会
事
務
局
）

  出口先生、

ありがとうございました。  出口先生、

ありがとうございました。
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2021年度総会（2021/6/5）

第１回理事会（6/5）

新旧役員懇親会（6/5）【中止】

第２回理事会（7/3）

広報誌第37号発行

第３回理事会（9/11）【書面表決】

研修旅行（9/11-12）【中止】

しらさぎ祭（10/9，10）

第４回理事会（2022/1/29）【書面表決】

新年会（1/29）【中止】

広報誌第38号発行

学位記授与式（3/17）

入学式（4/5）

第５回理事会（4/16）

会計監査会（5/13）

2022年度総会（6/4）

6

7

8

9

10

1

3

4

5

6

月 項　目

2021年度  事業報告第１号議案の1

2021年度事業及び決算報告承認、2022年度役員・事業計画及び予算承認

役員の役割分担協議

旧役員の表彰のみ、総会終了後に実施

研修旅行及びしらさぎ祭参加協議

2022年度及び2021年度保護者向け発行

2022年度事業計画及び予算執行状況確認、しらさぎ祭参加計画確認

役員研修、学園提携施設視察

保護者会役員主催ワークショップ等開催

2022年度保護者向け発行

2023年度事業計画案及び助成予算の大綱、役員人事協議

役員及び大学教職員との懇親会

参列　於：埼玉会館大ホール

(学位記授与式終了後) 卒業記念パーティー(謝恩会）参加

参列　於：埼玉会館大ホール、2023年度新役員の募集

2022年度事業及び決算報告案、2023年度事業計画案及び予算案確認

2023年度役員人事及び新役員選出

2022年度予算執行及び年度末現在の会計監査

2022年度事業及び決算報告承認、2023年度役員・事業計画及び予算承認

(総会終了後) 2023年度第１回理事会

(理事会終了後) 2023年度新旧役員懇親会

2022年度総会（6/4）

第１回理事会（6/4）

新旧役員懇親会【中止】

第２回理事会（7/9）

広報誌第39号発行

第３回理事会（9/17）

研修旅行（9/17-18）

しらさぎ祭（10/9）

広報誌第40号発行

第４回理事会（2023/1/28）

新年会（1/28）

学位記授与式（3/16）

入学式（4/5）

第５回理事会（4/15）

会計監査会（5/19）

2023年度総会（6/3）

月 項　目

2022年度  事業計画第4号議案の1 （注）感染症拡大防止等により計画が変更または中止となる場合があります。

6

7

9

10

12

1

3

4

5

6

2022年度  会計予算書 （2022年4月1日～2023年3月31日）第4号議案の2 （金額単位円：△増▲減）

学園関連施設視察研修

理事会及び総会関係、事務局運営費、しらさぎ祭参加活動関係、広報誌発行活動関係 等、△役員募集案内関係及び活動用物品費追加

施設、設備、教育用機器備品等助成

九里育英振興会年会費

広報誌｢浦大春秋｣印刷発送費（年２回発行）、▲前年度未発行分予算削減のため

学生生活及び就職関連助成、▲就職支援講座費大学予算移管

学生褒賞 等

学生海外研修旅行費用助成、△社会学部海外セミナー予算追加

保護者会会員等慶弔費

被災学生支援、学生学外活動費助成、環境整備助成、入学式及び学位記授与式運営費助成 等、▲前年度学園75周年事業助成予算削減のため

振込手数料、残高証明発行手数料 等

▲今年度積立なし

研修費

需要費

設備備品費

負担費

広報費

学生指導費

報償費

国際教育費

慶弔費

福利厚生費

雑費

積立金組入

小計

予備費

合　　計

1,000,000 

2,000,000 

2,000,000 

200,000 

2,000,000 

2,000,000 

250,000 

1,500,000 

300,000 

3,000,000 

100,000 

0 

14,350,000 

13,760,549 

28,110,549 

1,000,000 

1,500,000 

2,000,000 

200,000 

3,000,000 

3,000,000 

250,000 

1,000,000 

300,000 

4,000,000 

100,000 

5,000,000 

21,350,000 

8,535,175 

29,885,175 

0

△ 500,000

0

0

▲ 1,000,000

▲ 1,000,000

0 

△ 500,000

0

▲ 1,000,000

0

▲ 5,000,000

▲ 7,000,000

△ 5,225,374

▲ 1,774,626

摘    要勘定科目 本年度予算 前年度予算 差引増減２．支出の部

会費＠12,000×773件（2022年5月1日現在学生数）△学生数35名増

受取利息

会費収入

積立金取崩収入

雑収入

小　　計

前期繰越金

合　　計

１．収入の部
9,276,000 

0 

1,000 

9,277,000 

18,833,549 

28,110,549 

8,856,000 

0 

1,000 

8,857,000 

21,028,175 

29,885,175 

△ 420,000

0 

0 

△ 420,000

▲ 2,194,626

▲ 1,774,626

摘    要勘定科目 本年度予算 前年度予算 差引増減

細沼和美

高橋義正　　眞田洋子　　有村恵美子

［部長］ 小野田えり子　［副部長］ 市川則子　　塚原としえ　　出石さおり　　臼倉紀子　　榎本里実　　後藤　忍

［部長］ 風間千晶           ［副部長］ 畠山憲司　　遠藤智代　　竹川健城　　濵野志津江　　石田博邦　　藤川陽子　　緒方真弓

臼倉紀子　　後藤　忍

19名

会　長

副会長　

理事・企画部

理事・広報部

監事（兼務）

合　計

役職・担当 氏　名

2022年度  役員人事（役員名簿）第3号議案 （2022年6月4日現在、敬称略）

2022年度 総会承認事項

会則の改正第2号議案

浦和大学短期大学部閉学等に伴う
改正は、提案どおり承認されました。

　　　　2021年度
収支決算報告･監査報告

第1号議案の2
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保
護
者
会
だ
よ
り

保
護
者
会
会
長
就
任
挨
拶

4年間お世話になりました。
最初の2年間は行事も多く、大学に行く予定が

いっぱいあり楽しい日々を送って来ました。ここ2
年間は大学に行く日が減り、なかなか保護者会
にも参加できず、残念でした。感染症拡大防止の
ためなかなか活動できなかったけれど、やってよ
かったです。
皆様のおかげで4年間楽しく過ごせました。
ありがとうございます。お世話になりました。

2018年度  理事  広報部
2019年度  理事  広報部
2020年度  理事  広報部
2021年度  理事  広報部、
　　　　　監事（兼任）

赤石  玲奈さん

保護者会の活動では色々な行事に参加させて
頂きました。
賑やかに活動していた時期、学校行事の中止

が相次ぎ感染対策を徹底・工夫をし、広報部での
取材活動をしていた事も全て良い経験でした。保
護者会の皆さんと作り上げる広報誌浦大春秋
は、毎号その過程を知っているからこそ思う事が
沢山あり、どれも楽しい思い出となるに違いあり
ません。
4年間大変お世話になりました。とても楽し

かったです！
今後も浦和大学の更なる発展と、保護者会の

ご活躍を期待しております。

2018年度  理事  広報部
2019年度  理事  広報部
2020年度  理事  広報部、
　　　　　監事（兼任）
2021年度  理事  広報部部長

佐藤  英子さん

4年間保護者会の活動に関わらせていただき、
ありがとうございました。
理事会では保護者会費は大学の設備や教育環

境に関して活用されていることがよくわかりまし
た。また、行事に参加する事で学生の様子を知る
ことができました。
後半の2年間は、感染症拡大防止のため保護者

会の活動が制限され、残念な思いもしましたが、
企画部でみんなの意見を出し合い準備した2021
年度のしらさぎ祭のワークショップは、とても有
意義な時を過ごす事ができ、1番の思い出になり
ました。感謝の想いです。
今後の浦和大学、保護者会の益々のご発展を

お祈りいたします。

２０２２年６月４日、２０２２年度保護者会は新
役員を迎え、新年度がスタートいたしました。
と、同時にこれまで共に活動してくれた５名の
役員が、総会をもって卒業退任となりましたた
め、ささやかではありますが理事会前に送る会
を催しました。
退任された役員の皆様とは長いお付き合い
でしたので、寂しい気持ちでいっぱいです。たく
さんの思い出がありますが、昨年のコロナ禍の
中での活動再開は、５名の皆様に引っ張っても
らいながら役員全員で力を合わせてやり切った

という清 し々い気持ちがやはり一番でしょうか。
退任役員の皆様は［絆］という宝を残してく
れました。
一人一人の個性を生かして、素敵な雰囲
気を作り出してくれた５名の役員の皆様に深
く感謝いたします。役員会や様々な活動の中
に、あたたかく居心地のよい空間を作り出して
くれました。
これからもこの［絆］を保護者会活動の宝と
して大切にしながら、会の運営を進めていきま
す。本当にありがとうございました。

2018年度  理事  広報部
2019年度  理事  企画部
2020年度  理事  企画部、
　　　　　監事（兼任）
2021年度  理事  企画部部長

宮下 ゆかりさん

何も分からず飛び込んだ保護者会でしたが、気
が付けばあっという間の4年間でした。
2年次の後半からは感染症拡大防止のため、学

位記授与式や入学式、しらさぎ祭など様々な行事
が中止となり、広報部として広報誌の紙面作りに
苦慮しましたが、教職員の皆さんのご支援とご協
力、保護者会メンバーのチームワークで、毎号発
行することができた事に感謝・感謝です。
2021年に2年ぶりに開催されたしらさぎ祭で

は、制限のある中、学生達のアイデア溢れる企画
を一緒に楽しみ、笑顔の写真をたくさん掲載出来
たのも嬉しい思い出の一コマです。
４年間皆さんと一緒に楽しい時間を過ごさせ
ていただき、ありがとうございました。

2018年度  理事  広報部
2019年度  理事  広報部、
　　　　　監事（兼任）
2020年度  理事  広報部副部長
2021年度  副会長（広報部付）

有村 まさ美さん

長男と次男を合わせて5年間、保護者会役員と
いう大役をお引き受けし、このほど退任する事と
なりました。保護者会活動をお手伝いすること
で、多くの皆様との出会いと交流を深める事がで
きました。いろいろ貴重な経験をさせていただき、
充実した5年間を過すごすことができ、嬉しく思っ
ております。楽しい思い出ばかりで感謝の気持ち
でいっぱいです。何より保護者会の仲間と出会え
たことは宝物です。また、温かい雰囲気の浦和大
学で、息子と共に成長させていただきました。
5年間大変お世話になりました。浦和大学保護

者会の更なる発展をお祈りしております。本当に
ありがとうございました。

2017年度  理事  企画部
2018年度  理事  企画部
2019年度  理事  企画部部長
2020年度  副会長
2021年度  副会長（企画部付）

森田 喜代美さん

保護者会牽引役としての数々のご活躍、大変お疲れ様でした。
これからも浦和大学の活動を見守り続けてください。

保護者会総会・後援会総会保護者会総会・後援会総会2022年度
浦和大学
2022年度
浦和大学

退任役員の挨拶退任役員の挨拶

退任役員への感謝のことば退任役員への感謝のことば

　浦
和
大
学
三
号
館
三
二
一
〇
教
室
に

て
、
二
〇
二
二
年
度
浦
和
大
学
保
護
者

会
総
会
と
浦
和
大
学
後
援
会
総
会
が
合

同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
は
、
会
員
の
過
半
数
の
出
席
と

委
任
状
の
も
と
で
開
催
が
成
立
し
、
保

護
者
会
、
後
援
会
共
に
、
提
案
さ
れ
た

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
細
沼
和
美 

保
護
者
会
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
久
田
有 

浦
和
大

学
学
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　久
田
学
長
は
挨
拶
の
中
で
、
浦
和
大

学
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、学
校
、企
業
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
と
の
関
わ
り
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
人
と
関
わ
る

仕
事
に
就
く
卒
業
生
が
多
い
こ
と
は
大

変
嬉
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　総
会
閉
会
後
、
大
久
保
副
学
長
、
中

村
副
学
長
、
各
学
部
長
、
各
学
科
長
、

学
生
部
長
の
先
生
方
か
ら
、
授
業
と
学

生
生
活
に
つ
い
て
の
詳
細
な
現
況
報
告

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
制
約
が
続
く
中
、
よ
う
や
く
全

面
的
に
対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
た
こ
と

や
、
サ
ー
ク
ル
や
部
活
動
に
参
加
す
る

学
生
が
増
え
て
き
た
こ
と
、
ま
た
就
職

状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　最
後
に
、
こ
の
総
会
を
も
っ
て
お
子
様

と
共
に
保
護
者
会
役
員
を
卒
業
さ
れ
る

五
人
の
退
任
役
員
へ
、
久
田
学
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
は
、
ふ
だ
ん
接
す
る
こ
と
の
少

な
い
先
生
方
と
、
お
話
が
で
き
る
数
少

な
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
出
席
し
た

こ
と
の
な
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
お

子
様
の
在
学
中
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　（広
報
部
副
部
長

　畠
山

　憲
司
）

　保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
保
護
者

会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　前
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
二
年
度
も

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
早
い
も
の
で
わ
た
く
し
が
会
長
を

務
め
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

　始
め
の
一
年
（
二
〇
二
〇
年
度
）
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
と

な
り
、
総
会
も
理
事
会
も
書
面
表
決
と
な

り
、
学
生
の
活
動
も
な
く
広
報
誌
用
に
取
材

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
当
た

り
前
に
で
き
て
い
た
事
が
突
然
で
き
な
く
な

る
。
会
い
た
い
人
に
も
会
え
な
く
な
り
、
人

と
ふ
れ
あ
う
事
が
制
限
さ
れ
る
日
が
来
る
な

ん
て
、
誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
入

学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
の
不
安
は
ど
れ
ほ

ど
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆
様
も
変

化
の
多
い
社
会
の
中
で
、
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
が
制
限

さ
れ
る
中
、
保
護
者
会
に
で
き
る
こ
と
を
探

し
、
気
持
ち
を
共
有
し
な
が
ら
私
共
は
小
さ

な
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。

　昨
年
（
二
〇
二
一
年
度
）
は
総
会
か
ら
始

ま
り
、
理
事
会
と
部
会
も
開
催
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
し
ら
さ
ぎ
祭
も
三
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
保
護
者
会
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
対
策
な
ど

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
し
ら
さ
ぎ
祭
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
学
生
や
先
生
方
の
熱
い
思
い
を

感
じ
る
素
晴
ら
し
い
大
学
祭
と
な
り
ま
し

た
。
人
と
ふ
れ
あ
え
る
事
の
嬉
し
さ
を
、
隣

で
笑
う
学
生
や
仲
間
と
共
感
で
き
た
こ
と

は
、
保
護
者
会
活
動
の
歴
史
に
残
る
感
動
の

一
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　も
っ
と
学
生
と
話
し
た
い
、
ふ
れ
あ
い
た

い
、
気
持
ち
を
共
感
し
合
い
た
い
、
大
学
の

事
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
知
っ
て
ほ
し
い
、

そ
ん
な
思
い
で
私
達
は
原
点
に
戻
り
、
今
、

心
か
ら
活
動
が
で
き
る
あ
り
が
た
さ
を
日
々

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
「
仲
間
っ
て
素

晴
ら
し
い
な
」
な
ど
と
青
臭
い
事
を
思
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
私
共
の
活
動
を
い
つ
も
応
援
し
て

下
さ
る
教
職
員
の
皆
様
に
は
、
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　保
護
者
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
浦
和
大
学

で
の
学
び
が
一
生
の
宝
と
な
り
ま
す
よ
う
に

と
学
生
を
見
守
り
、
大
学
の
環
境
を
整
え
る

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
｠

2022年度保護者会会長

細沼　和美

退任役員を送る会退任役員を送る会
保護者会会長  細沼  和美

活動報告
2022年6月4日土2022年6月4日土
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